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境界のポリフォニー 

～瀬戸内海との対話～





企画「境界のポリフォニー」の特徴 

①メイン会場となる松島分校美術館はレジデンスに特化している 

②個性が異なる二人の作家を招待したアーティスト・イン・レジデンス 
　　中桐聡美＞地元倉敷児島出身の作家、版画が専門 
　　Chiaki Y.Lhaden＞ブータンにルーツを持つ、食事に伴う時間と空間を作品 

③地域連携事業を多数開催 
　　・作品展、アーティストトーク、映画上映 
　　・大学生によるイベント 
　　・企画終了後の展示継続 



目的・目標 

１　アートの力を活用した地域の賑わい創出 

２　アート活動を通じて地域との連携を深める 

３　自分たちで「何か」を生み出す 











中桐聡美 

滞在制作期間  8/1～10/31 

作品発表・成果報告　10/12 





















Chiaki Y.Lhaden 

滞在制作期間  7/1～8/24 

先品発表・成果報告　8/23-24 



















香川大学/Link/子ども向けワークショップ 

「松島しょくぶつラボ」8/11-12 











滞在アーティスト学校派遣事業 

中桐聡美　1/13-14 

Chiaki Y.Lhaden 1/28 



















レジデンス作品の継続展示 

倉敷市立短期大学 

緑丘小学校 

鷲羽山ビジターセンター 

擬音ハウス（下津井）











目的・目標における成果 

１　アートの力を活用した地域の賑わい創出 

　　・倉敷市児島エリアに向け各事業をほぼ計画通りに実施 

　　・事業後の継続展示や小学校での授業など島外での事業実施 

  

２　アート活動を通じて地域との連携を深める 

　　・地域住民および団体、学校、大学との連携 

　　・緑丘小＞新たな地域連携教室の開講のきっかけ 

３　自分たちの力で「何か」を生み出す 

　　・持続力のある芸術文化は地域の資源と人によってつくられる 

　　・瀬戸芸とは異なる活動を目指す  

　　　＞すでに完成された作品展示や著名人を招待するのではなく 

　　　　ゼロから自分たちで新たな作品や価値観の創出を目指す 

　　 



課題・今後の方向性 

地域から創出された収益力のある文化事業の確立 


